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文
学
研
究
会
「
広
州
分
会
」
の
実
像
―
―
機
関
誌
『
文
学
』
の
発
見
を
め
ぐ
っ
て
―
―

裴

亮

一

研
究
上
の
空
白
：
文
学
研
究
会
「
広
州
分
会
」

文
学
研
究
会
は
、
創
造
社
と
並
び
称
さ
れ
、
「
五
・
四
」
文
学
革
新
運
動

の
波
の
中
で

初
に
結
成
さ
れ
た
純
文
学
団
体
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
、

北
京
で
発
足
し
た
文
学
研
究
会
は
、
組
織
拡
大
の
方
針
に
よ
り
、
後
に
上
海
、

広
州
に
も
分
会
を
設
置
し
、
急
速
に
全
国
に
広
が
り
、
新
文
学
の
理
論
の
導

入
、
作
家
の
育
成
及
び
外
国
文
学
の
紹
介
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
文
学
革
新

運
動
の
新
局
面
を
切
り
開
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

文
学
研
究
会
は
中
国
の
文
学
史
家
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
一
方
、
欧
米
と

日
本
に
お
い
て
も
、
文
学
研
究
会
の
成
立
過
程
を
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
な

が
ら
綿
密
に
考
証
す
る
論
考
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

（
一
）

の
先
行
研
究
は
、
文
化
の
中
心
た
る
北
京
の
本
部
と
上
海
の
分
会
だ
け
に
注

目
し
、
両
地
域
で
行
わ
れ
た
文
学
活
動
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
傾
向
が
あ
る
。

文
学
研
究
会
の
よ
う
な
影
響
力
が
大
き
く
、
複
雑
極
ま
り
な
い
文
学
団
体
は
、

一
つ
の
角
度
か
ら
の
み
で
は
そ
の
団
体
の
全
貌
を
一
括
し
て
論
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
考
え
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
北
京
と
上
海
に
止
ま
ら
ず
、
文
学
研
究
会
は
中
国
南
方

の
要
衝
で
あ
る
広
州
に
も
分
会
を
設
置
し
た
。
嶺
南
大
学
の
教
師
と
学
生
を

中
心
と
す
る
広
州
分
会
は
、
結
成
し
て
間
も
な
く
北
京
や
上
海
と
連
動
し
て

発
信
し
始
め
た
。
従
来
、
広
州
分
会
に
関
し
て
は
、
結
社
及
び
機
関
誌
『
文

学
』
創
刊
に
関
す
る
記
事
が
『
小
説
月
報
』
十
四
巻
八
号
（
一
九
二
三
年
八

月
）
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
事
実
と
し
て
明
ら
か
で

あ
る
一
方
、
そ
の
詳
細
な
実
態
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
研
究
状
況
下
に
あ
っ
て
、
広
州
分
会
結
成
の
経
緯
や
、
中
心
的
会
員
の
状

況
、
創
作
と
出
版
活
動
及
び
北
京
・
上
海
と
の
相
互
関
係
な
ど
と
い
っ
た
基

礎
的
な
問
題
さ
え
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
問
題
提
起
そ
の
も

の
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
北
京
の
本
部
と
上
海
の
分
会
に
関
す

る
研
究
と
比
べ
れ
ば
、
「
広
州
分
会
」
と
い
う
課
題
は
、
ま
さ
に
歴
史
に
忘

れ
去
ら
れ
た
よ
う
で
、
中
国
近
代
文
学
研
究
の
一
つ
の
盲
点
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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更
に
、
文
学
研
究
会
広
州
分
会
は
、
日
本
近
代
の
著
名
詩
人
で
あ
る
草
野

心
平
と
の
関
係
が
極
め
て
深
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
草
野
心
平
は
、
十
八

歳
の
時
（
一
九
二
一
年
）
に
中
国
広
州
に
渡
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
嶺
南
大

学
で
四
年
半
の
留
学
生
活
を
送
っ
た
。
彼
が
入
学
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
文

学
研
究
会
が
発
足
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
嶺
南
大
学
在
学
中
の
彼
は
、
積
極

的
に
文
学
研
究
会
広
州
分
会
の
活
動
に
参
加
し
、
嶺
南
大
学
の
詩
人
た
ち
と

交
流
し
な
が
ら
機
関
誌
『
文
学
』
へ
の
投
稿
も
行
っ
た
。
留
学
時
期
の
文
学

へ
の
試
み
は
、
草
野
心
平
の
詩
的
人
生
の
出
発
点
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持

つ
こ
と
は
す
で
に
多
く
の
先
達
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
機

（
二
）

関
誌
『
文
学
』
が
実
際
に
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
課
題
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
新
発
見
資
料
―
文
学
研
究
会
広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文
学
』
―

を
手
掛
か
り
と
し
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文

学
』
が
歴
史
に
埋
も
れ
た
経
緯
を
追
跡
す
る
。
ま
た
、
広
州
分
会
の
会
員
構

成
、
機
関
誌
の
様
式
と
内
容
を
紹
介
し
、
広
州
分
会
と
北
京
本
部
及
び
上
海

分
会
と
の
連
動
関
係
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
先
行
研
究
で
は
は

っ
き
り
し
な
か
っ
た
文
学
研
究
会
広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文
学
』
に
照
明
を

あ
て
る
こ
と
に
し
た
い
。
更
に
、
広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文
学
』
の
発
見
を

例
と
し
て
、
近
代
文
学
研
究
に
お
け
る
地
方
刊
行
物
の
重
要
性
も
提
示
し
た

い
。
な
お
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
機
関
誌
『
文
学
』
の
文
学
史
的
な
意
義
、

ま
た
広
州
分
会
と
日
本
詩
人
草
野
心
平
の
関
わ
り
と
い
っ
た
課
題
に
関
し

（
三
）

て
、
本
稿
で
は
概
要
的
な
見
取
り
図
を
示
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
た
い
。

二

「
広
州
分
会
」
の
結
成
と
機
関
誌
の
創
刊

文
学
研
究
会
は
、
一
九
二
一
年
一
月
四
日
、
周
作
人
、
鄭
振
鐸
、
茅
盾
ら

十
二
人
を
発
起
人
と
し
て
、
北
京
中
央
公
園
の
来
今
雨
軒
で
正
式
に
創
立
し

た
。
発
足
に
先
だ
っ
て
一
九
二
〇
年
十
二
月
中
旬
、
十
二
人
の
発
起
人
の
共

同
名
義
で
「
文
学
研
究
会
宣
言
」
（
周
作
人
起
草
）
を
北
京
の
『
晨
報
』
（
一

九
二
〇
年
十
二
月
十
三
日
）
と
上
海
の
『
民
国
日
報
・
覚
悟
』
（
一
九
二
〇

年
十
二
月
十
九
日
）
に
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
一
年
一
月
発
行
の
『
小

説
月
報
』
第
十
二
巻
第
一
号
に
、
「
文
学
研
究
会
宣
言
」
及
び
「
文
学
研
究

会
簡
章
」
（
鄭
振
鐸
起
草
）
を
共
に
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
式
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。
「
宣
言
」
で
は
、
「
我

々

が

こ

の

会

を

発

起

し

た

の

は

、

三

つ

の

考

え

が

あ

り

、

皆

の

注

意

を

求

め

た

い

。

第
一
、
感
情
の
連
絡
（
中
略
―
裴
注
、
下
同
）
第
二
、
知
識
の
増
進
（
中
略
）

第
三
、
著
作
組
合
の
基
礎
の
確
立
」
と
三
つ
の
項
目
を
発
起
の
理
由
と
し
て

（
四
）

列
挙
し
、
結
尾
の
部
分
は
以
上
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
多
数
の
同
好
の
士
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
開
放
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
後
に
発
表
さ
れ
た
「
簡

章
」
は
、
「
宣
言
」
の
趣
旨
に
準
じ
、
第
九
条
に
お
い
て
、
「
本
会
会
址
設

於
北
京
，
其
京
外
各
地
有
会
員
五
人
以
上
者
得
設
一
分
会
」
と
規
定
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
、
「
広
州
分
会
」
の
設
置
が
可
能
に
な
る
環
境

と
条
件
が
整
っ
た
。

文
学
研
究
会
広
州
分
会
の
成
立
と
そ
の
存
在
を

初
に
天
下
に
公
表
し
た

の
は
、
『
小
説
月
報
』
十
四
巻
八
号
（
一
九
二
三
年
八
月
）
の
「
国
内
文
壇

消
息
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
載
せ
ら
れ
た
の
は
、
当
時
広
州
の
嶺
南
大
学
に

在
籍
し
て
い
た
梁
宗
岱
が
鄭
振
鐸
宛
に
書
い
た
手
紙
で
、
内
容
は
次
の
通
り

で
あ
る
。（
訳
文
は
、
特
に
断
り
が
な
い
場
合
は
拙
訳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）

中国学の新局面
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振
鐸
兄
：
我
們
這
個
分
会
，
已
於
昨
天
宣
告
成
立
了
。
会
員
共
九
人
，

我
和
澄
波
兄
做
幹
事
。
我
們
決
議
將
於
広
州
的
一
家
報
紙
，
付
刊
『
文

学
旬
刊
』
，
用
文
学
研
究
会
分
会
的
名
義
，
体
例
与
北
京
上
海
的
相
仿
，

由
栄
捷
主
編
。
現
在
將
会
員
録
的
格
式
填
好
寄
上
。
通
信
地
址
暫
時
可

由
我
和
澄
波
転
。
下
学
期
則
一
律
寄
嶺
南
大
学
。
請
將
我
們
的
消
息
在

『
説
報
』
的
国
内
文
壇
上
報
告
。

梁
宗
岱

七
、
八
、
一
九
二
三

（
振
鐸
兄
：
我
々
の
こ
の
分
会
は
既
に
昨
日
を
以
っ
て
成
立
を
宣
言

し
ま
し
た
。
会
員
は
全
部
で
九
人
、
私
と
澄
波
君
が
幹
事
を
担
当
し
ま

し
た
。
我
々
は
次
の
よ
う
に
決
議
し
ま
し
た
。
広
州
の
あ
る
新
聞
に
付

属
し
て
『
文
学
旬
刊
』
を
刊
行
す
る
。
文
学
研
究
会
の
分
会
の
名
義
を

用
い
、
体
裁
は
北
京
と
上
海
の
も
の
に
似
せ
、
栄
捷
君
の
主
編
に
よ
る
。

現
在
、
会
員
録
の
書
式
ど
お
り
に
記
入
し
た
も
の
を
送
付
し
ま
す
。
連

絡
先
は
当
面
私
と
澄
波
君
よ
り
転
送
で
き
ま
す
が
、
来
学
期
か
ら
は
一

切
嶺
南
大
学
宛
に
な
り
ま
す
。
我
々
の
情
報
を
『
説
報
』
の
「
国
内
文

壇
」
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。梁

宗
岱

七
月
八
日
、
一
九
二
三
年
）

書
信
の
文
末
の
日
付
「
一
九
二
三
年
七
月
八
日
」
と
冒
頭
の
「
我
々
の
こ
の

分
会
は
既
に
昨
日
を
以
っ
て
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
」
を
照
合
し
て
み
れ
ば
、

広
州
分
会
の
結
成
日
は
一
九
二
三
年
七
月
七
日
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

ま
た
、
書
信
の
中
で
梁
宗
岱
は
、
広
州
分
会
が
北
京
と
上
海
の
刊
行
物
を

模
倣
し
、
自
ら
の
機
関
誌
を
創
刊
す
る
意
図
を
表
明
し
た
。
実
は
、
広
州
分

会
の
機
関
誌
が
創
刊
さ
れ
た
直
後
、
上
海
側
は
同
年
十
月
の
『
小
説
月
報
』

（
十
四
巻
十
号
）
で
「
文
学
研
究
会
広
州
分
会
出
版
的
文
学
旬
刊
，
第
一
期

已
於
今
年
雙
十
節
出
版
，
她
的
内
容
很
優
美
，
由
広
州
光
報
発
行
。
」
と
宣

伝
し
て
い
た
。
北
京
側
も
速
や
か
に
呼
応
し
、
同
年
十
一
月
一
日
の
『
文
学

旬
刊
』
（
『
晨
報
』
副
刊
）
第
十
六
号
で
広
州
分
会
の
『
文
学
』
の
創
刊
号

を
次
の
よ
う
に
評
価
し
た
。

広
州
文
学
研
究
分
会
所
出
的
「
文
学
」
創
刊
号
已
於
十
月
十
日
出
版
。

其
第
一
号
的
要
目
有
文
学
与
愛
国
心
，
夢
与
文
学
，
欧
美
劇
場
的
新
趨

勢
，
及
創
作
敗
叶
底
（
創
作
）
等
，
内
容
頗
見
豊
富
。
其
通
信
処
為
広

東
嶺
南
大
学
（
文
学
旬
刊
編
輯
部
）
湯
澄
波
君
。
但
此
旬
刊
係
附
於
広

州
光
報
発
行
。

（
文
学
研
究
会
広
州
分
会
よ
り
出
さ
れ
た
『
文
学
』
の
創
刊
号
は
既

に
十
月
十
日
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
号
の
要
目
に
は
、
「
文
学
与

愛
国
心
」
、
「
夢
与
文
学
」
、
「
欧
米
劇
場
的
新
趨
勢
」
、
及
び
創
作
「
敗

葉
底
」
（
創
作
）
な
ど
が
あ
り
、
内
容
は
頗
る
豊
富
に
み
え
る
。
そ
の

連
絡
先
は
広
東
嶺
南
大
学
（
文
学
旬
刊
編
集
部
）
の
湯
澄
波
君
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
旬
刊
は
広
州
『
光
報
』
に
付
属
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
）

こ
こ
で
は
、
機
関
誌
の
題
名
、
創
刊
日
、
創
刊
号
の
目
次
、
出
版
媒
体
、
連

絡
先
な
ど
の
情
報
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
広
州
分
会
の
機
関
誌

自
体
に
つ
い
て
は
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の
実
像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

三

従
来
の
言
説
―
歴
史
に
埋
も
れ
た
経
緯

具
体
的
な
考
察
に
入
る
前
に
、
機
関
誌
『
文
学
』
が
歴
史
に
埋
も
れ
た
原

因
を
探
っ
て
お
き
た
い
。
文
学
研
究
会
広
州
分
会
に
着
目
し
た
論
考
は
、
管

見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
広
州
分
会
の
著
名
詩
人
で
あ
る
梁
宗
岱
に
関

す
る
研
究
で
は
、
嶺
南
大
学
時
期
を
論
じ
る
際
に
、
広
州
分
会
の
こ
と
が
し

ば
し
ば
触
れ
ら
れ
る
。
梁
宗
岱
研
究
の
専
門
家
で
あ
る
張
瑞
龍
氏
は
、

初



- 252 -

中国学の新局面

の
本
格
的
な
梁
宗
岱
研
究
と
言
わ
れ
る
「
詩
人
梁
宗
岱
」
（
一
九
八
二
年
）

（
五
）

に
お
い
て
、

一
九
二
三
年
夏
，
宗
岱
与
同
学
、
朋
友
劉
思
慕
、
陳
受
頤
、
潘
啓
芳
、

司
徒
寛
、
陳
栄
捷
、
湯
澄
波
、
叶
啓
芳
、
甘
乃
光
共
九
人
組
織
了
「
広

州
文
学
研
究
会
」
。
（
中
略
）

為
了
拡
大
宣
伝
陣
地
，
他
們
在
『
越
華

報
』
編
輯
的
支
持
下
，
借
該
報
版
面
出
『
文
学
旬
刊
』
（
中
略
）
当
時

的
『
小
説
月
報
』
上
曾
分
別
刊
載
他
們
成
立
分
会
与
出
版
旬
刊
的
両
則

消
息
，
其
中
一
則
是
公
開
発
表
梁
宗
岱
写
給
鄭
振
鐸
的
信
（
中
略
）
另

一
則
是
簡
訊
：
文
学
研
究
会
広
州
分
会
出
版
的
『
文
学
旬
刊
』
，
第
一

期
已
於
今
年
雙
十
節
出
版
，
她
的
内
容
很
優
美
，
由
広
州
『
光
報
』（
疑

為
『
越
華
報
』
之
誤
―
張
注
）
発
行
。

（
一
九
二
三
年
夏
、
宗
岱
と
同
級
生
か
つ
友
人
の
劉
思
慕
、
陳
受
頤
、

潘
啓
芳
、
司
徒
寛
、
陳
栄
捷
、
湯
澄
波
、
叶
啓
芳
、
甘
乃
光
の
全
部
で

九
人
が
「
広
州
文
学
研
究
会
」
を
結
成
。
（
中
略
）
宣
伝
の
拠
点
を
拡

大
す
る
た
め
、
彼
ら
は
『
越
華
報
』
の
編
集
者
の
支
持
を
得
、
当
該
新

聞
の
紙
面
を
借
り
て
『
文
学
旬
刊
』
を
刊
行
し
た
。
（
中
略
）
当
時
の

『
小
説
月
報
』
は
彼
ら
の
分
会
の
設
立
と
旬
刊
の
出
版
に
関
す
る
二
つ

の
記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
、
梁
宗
岱

の
鄭
振
鐸
宛
て
の
手
紙
を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
も
う
一

つ
は
短
い
記
事
で
あ
る
。
文
学
研
究
会
広
州
分
会
が
出
し
た
『
文
学
旬

刊
』
は
、
第
一
期
が
既
に
今
年
の
雙
十
節
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
内
容
が

非
常
に
優
美
で
、
広
州
の
『
光
報
』
（
『
越
華
報
』
の
誤
り
で
あ
ろ
う
―

張
注
）
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
。
）

と
述
べ
て
い
る
。
上
海
の
『
小
説
月
報
』
と
北
京
の
『
文
学
旬
刊
』
に
発
表

さ
れ
た
一
九
二
三
年
の
二
つ
の
記
事
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
広

州
分
会
の
『
文
学
』
が
広
州
の
『
光
報
』
か
ら
発
行
さ
れ
た
と
明
記
し
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
張
瑞
龍
氏
の
論
考
に
お
い
て
は
、
広
州
分
会
の
機

関
誌
の
発
行
媒
体
が
、『
小
説
月
報
』
と
『
文
学
旬
刊
』
の
記
述
と
異
な
り
、

広
州
の
『
越
華
報
』
で
あ
る
と
提
起
し
て
い
る
。
そ
れ
は
特
に
、
引
用
文
の

後
の
括
弧
の
部
分
「
由
広
州
『
光
報
』（
疑
為
『
越
華
報
』
之
誤
―
張
注
）

発
行
」
に
お
い
て
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
張
瑞
龍
氏
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
推

測
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
広
州
分
会
の
発
起
人
で
あ
る
梁
宗
岱
自
身
の

記
述
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

一
九
二
三
年
当
時
、
広
州
分
会
の
創
立
を
鄭
振
鐸
に
知
ら
せ
る
手
紙
を
書

い
た
梁
宗
岱
は
、
自
筆
の
「
一
九
一
一
―
一
九
三
〇
年
譜
」
に
お
い
て
、
二

〇
年
代
冒
頭
に
お
け
る
文
学
活
動
に
関
し
て
、「
一
九
一
九
―
一
九
二
二
年
：

『
広
州
中
央
日
報
』
、
『
群
報
』
、
『
越
華
報
』
な
ど
の
各
大
新
聞
に
新
詩
を

発
表
す
る
。
そ
し
て
、
常
に
上
海
商
務
印
書
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
東
方
』
、

『
学
芸
』
、
『
太
平
洋
学
生
』
及
び
文
学
研
究
会
が
主
催
し
た
『
小
説
月
報
』

に
新
詩
を
発
表
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

（
六
）

特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
当
時
よ
く
寄
稿
し
た
雑
誌
の
中
に
、
や
は

り
『
越
華
報
』
が
あ
る
点
で
あ
る
。
梁
宗
岱
は
、
こ
の
年
譜
に
お
い
て
、
二

十
年
間
の
経
歴
を
全
部
で
二
頁
に
ま
と
め
て
い
る
た
め
、
記
述
は
詳
細
と
は

い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
年
譜
は
本
人
の
手
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
史

料
価
値
が
梁
宗
岱
研
究
者
に
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

張
瑞
龍
氏
は
、
梁
宗
岱
の
自
筆
年
譜
に
拠
っ
て
、
こ
う
い
う
結
論
に
辿
り
着

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
も
、
『
越
華
報
』
説
を
一
層
強
固
に
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
広
州

分
会
の
発
起
人
の
一
人
劉
思
慕
で
あ
る
。
張
瑞
龍
氏
の
論
考
が
発
表
さ
れ
た

二
年
後
の
一
九
八
四
年
、
劉
思
慕
は
彼
の
散
文
集
『
野
菊
集
』
の
出
版
の
際
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に
し
て
、
文
学
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
経
歴
を
「
後
記
」
に
ま
と
め
、
広
州

時
期
に
つ
い
て
、
「
嶺
南
大
学
文
科
に
在
学
中
、
先
生
や
学
生
の
間
で
陳
受

頤
、
梁
宗
岱
、
叶
啓
芳
、
陳
栄
捷
な
ど
中
外
文
学
に
同
好
を
持
つ
人
、
全
部

で
八
人
と
知
り
合
い
、
そ
こ
で
上
海
の
「
文
学
研
究
会
」
を
手
本
と
し
て
、

「
広
州
文
学
研
究
会
」
を
結
成
す
る
こ
と
を
発
起
し
、
『
文
学
旬
刊
』
を
編

集
し
、
機
関
誌
と
し
て
当
地
の
『
越
華
報
』
に
付
属
し
て
出
版
し
た
」
と
回

想
し
て
い
る
。

（
七
）

さ
ら
に
、
一
九
八
九
年
に
出
版
さ
れ
た
張
振
金
氏
の
『
嶺
南
現
代
文
学
史
』

も
、
劉
思
慕
の
回
想
と
先
行
す
る
張
瑞
龍
氏
の
説
を
受
け
継
い
で
い
る
。
広

東
高
等
教
育
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
、
大
学
文
学
部
の
参
考
教
科
書
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
こ
の
文
学
史
の
広
範
な
影
響
力
で
、
広
州
分
会
の
『
文
学
』

が
『
越
華
報
』
の
副
刊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
結
論
は
、
文
学
史
に
定

着
す
る
。
二
〇
〇
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
梁
宗
岱
文
集
』
も
や
は
り
、
依
然

と
し
て
こ
の
定
説
を
援
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
『
広
州
市
誌
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
『
光
報
』
は
一
八
九
七
年

に
広
州
の
教
会
人
士
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
一
方
、
『
越
華
報
』
が
創
刊

さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
六
年
七
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
越
華
報
』

（
八
）

よ
り
三
年
前
の
一
九
二
三
年
十
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
文
学
』
が
、『
越
華
報
』

の
副
刊
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
自
体
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
筆
者
の
調
査

の
限
り
、『
越
華
報
』
に
は
、
劉
思
慕
や
梁
宗
岱
の
作
品
は
見
当
た
ら
な
い
。

一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
『
越
華
報
』
は
広
州
地
域
で
発
行
部
数
の

も

多
い
新
聞
と
な
っ
た
一
方
、
『
光
報
』
に
関
す
る
記
録
は
殆
ど
み
ら
れ
ず
、

（
九
）

梁
宗
岱
と
劉
思
慕
が
、
『
光
報
』
と
『
越
華
報
』
を
混
同
し
た
可
能
性
は
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
文
学
』
の
出
版
媒
体
が
、
『
光

報
』
か
ら
『
越
華
報
』
に
取
り
替
え
ら
れ
た
経
緯
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
う

し
た
流
れ
の
中
で
、
文
学
研
究
会
広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文
学
』
は
、
歴
史

に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

四

「
広
州
分
会
」
会
員
構
成
の
実
態

次
に
、
広
州
分
会
の
会
員
構
成
に
着
目
し
て
論
を
展
開
し
て
い
く
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
発
起
人
の
梁
宗
岱
の
書
信
の
中
で
言
及
さ
れ
た
「
將
会
員
録

的
格
式
填
好
寄
上
」
と
い
う
情
報
は
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
。
実
は
、
文

学
研
究
会
は
、
前
後
し
て
「
文
学
研
究
会
会
員
録
」
を
二
回
刊
行
し
た
。
一

回
目
は
一
九
二
三
年
三
月
で
、
そ
の
時
点
で
は
会
員
数
は
四
十
六
名
し
か
な

か
っ
た
。
二
回
目
は
一
年
後
の
一
九
二
四
年
で
、
計
百
三
十
一
名
の
会
員
の

名
前
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
一
九
二
四
年
の
「
会
員
録
」
か
ら
嶺

（
一
〇
）

南
大
学
出
身
の
会
員
に
関
す
る
部
分
だ
け
を
抽
出
し
て
引
用
す
る
。

次
頁
の
図
表
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
二
四
年
の
会
員
録
が
編
集
さ
れ
た
時

点
で
は
、
梁
宗
岱
と
湯
澄
波
を
含
め
、
嶺
南
大
学
出
身
の
会
員
数
は
全
部
で

九
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
述
の
『
小
説
月
報
』
十
四
巻
八
号
所
載
の
、

梁
宗
岱
の
鄭
振
鐸
宛
書
信
に
明
記
さ
れ
た
、
「
会
員
共
九
人
、
我
和
澄
波
兄

做
幹
事
」
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
文
学
研
究
会
会
員
録
」
の
登
録
番

号
に
よ
れ
ば
、
湯
澄
波
、
梁
宗
岱
の
二
人
が
先
に
入
会
し
、
甘
乃
光
、
陳
栄

宜
、
司
徒
寛
、
潘
啓
芳
、
陳
栄
捷
、
劉
燧
元
（
後
に
劉
思
慕
と
改
名
―
筆
者

注
）
、
陳
受
栄
の
七
人
は
同
時
期
に
集
団
で
入
会
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
は
、
文
学
研
究
会
に
入
会
前
後
の
梁
宗
岱
と
湯
澄
波
の
略
歴
を
紹

介
す
る
。
梁
宗
岱
（
一
九
〇
三
―
一
九
八
三
）
は
「
文
学
研
究
会
広
州
分
会
」

を
打
ち
立
て
た
中
心
人
物
で
あ
り
、
詩
人
、
仏
文
学
者
、
翻
訳
家
と
し
て
世

に
知
ら
れ
る
。
広
東
省
新
会
県
生
れ
。
広
州
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
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表
一

「
文
学
研
究
会
会
員
録
」
嶺
南
大
学
部
分
（
一
九
二
四
年
）

姓
名

登
記
名

号

籍
貫

曾
習
之
外
語

通
信
地
址

湯
澄
波

八
八

広
東
花
県

英
文
、
法
文

広
州
嶺
南
大
学

…
…
（
中
略
―
筆
者
）

梁
宗
岱

九
二

菩
根

広
東
新
会

英
文

広
州
嶺
南
大
学

…
…
（
中
略
―
筆
者
）

甘
乃
光

一
一
四

広
西
岑
溪

英
文

広
州
嶺
南
大
学

陳
栄
宜

一
一
五

広
東
番
禺

英
文

広
州
嶺
南
大
学

司
徒
寛

一
一
六

広
東
開
平

英
文

広
州
嶺
南
大
学

潘
啓
芳

一
一
七

広
東
南
海

英
文

広
州
嶺
南
大
学

陳
栄
捷

一
一
八

広
東
開
平

英
文

広
州
嶺
南
大
学

劉
燧
元

一
一
九

広
東
新
会

英
文

広
州
嶺
南
大
学

陳
受
栄

一
二
〇

広
東
番
禺

英
文

広
州
嶺
南
大
学

あ
る
培
正
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
時
期
か
ら
、
彼
は
新
詩
の
創
作
を
始
め
、

一
九
二
二
年
、
鄭
振
鐸
と
茅
盾
の
勧
め
に
よ
り
文
学
研
究
会
に
入
会
し
、『
小

説
月
報
』
と
『
文
学
週
報
』
に
作
品
を
発
表
す
る
。
一
九
二
三
年
、
嶺
南
大

学
文
科
に
入
学
し
、
同
年
の
七
月
、
「
文
学
研
究
会
広
州
分
会
」
を
結
成
し

た
。
更
に
、
一
九
二
四
年
に
処
女
詩
集
『
晩
祷
』
を
上
梓
す
る
に
至
り
、
注

目
を
浴
び
る
。

湯
澄
波
（
一
九
〇
二
―
不
明
）
、
広
東
省
花
県
出
身
。
一
九
二
三
年
、
嶺

南
大
学
で
文
学
士
の
学
位
を
取
得
。
卒
業
後
、
嶺
南
大
学
助
教
、
黄
埔
中
央

軍
官
学
校
教
官
な
ど
を
歴
任
す
る
。
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
に
精
通
し
、
一
九

（
一
一
）

二
〇
年
代
に
バ
イ
ロ
ン
や
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
中
国
へ
の
紹
介
と
翻
訳
に
精

力
を
注
ぐ
。
例
え
ば
、
「
広
州
分
会
」
が
立
ち
上
が
る
前
の
一
九
二
三
年
三

月
、
彼
は
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
戯
劇
四
篇
を
完
訳
し
、
『
梅
脱
霊
戯
曲
集
』

に
収
め
、
同
年
の
十
二
月
に
文
学
研
究
会
叢
書
の
一
冊
と
し
て
出
版
し
た
。

ま
た
、
彼
の
論
文
「
拜
倫
的
時
代
及
拜
倫
的
作
品
」
は
『
小
説
月
報
』
第
十

五
巻
第
四
号
（
一
九
二
四
年
四
月
）
の
特
集
『
詩
人
拜
倫
的
百
年
祭
』
に
も

収
め
ら
れ
て
い
る
。
梁
宗
岱
と
湯
澄
波
が
先
に
会
員
の
身
分
を
持
ち
、
文
壇

で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
よ
り
、
二
人
は
「
広
州
分
会
」
の
結
成
の
際
に
、
幹

事
の
役
割
、
北
京
本
部
と
の
連
絡
の
仕
事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
想

像
さ
れ
る
。

今
回
筆
者
が
新
し
く
発
見
し
た
広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文
学
』
の
創
刊
号

の

後
に
は
、
「
本
刊
担
任
撰
述
者
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
者
に
つ

い
て
、
「
本
刊
の
執
筆
者
は
、
陳
受
頤
、
陳
栄
捷
、
陳
受
栄
、
甘
乃
光
、
司

徒
寛
、
潘
啓
芳
、
叶
啓
芳
、
湯
澄
波
、
梁
宗
岱
、
劉
燧
元
で
あ
る
」
と
説
明

し
て
い
る
。
こ
の
説
明
と
前
記
の
「
会
員
録
」
を
見
比
べ
れ
ば
、
二
箇
所
の

相
違
点
が
あ
る
。
一
箇
所
目
は
、
一
九
二
三
年
七
月
の
分
会
結
成
当
初
は
九

名
で
発
起
し
、
機
関
誌
の
創
刊
号
が
刊
行
さ
れ
た
十
月
に
至
っ
て
、
さ
ら
に

叶
啓
芳
と
い
う
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
十
人
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
実
は
、

一
九
二
四
年
の
「
会
員
録
」
を
確
認
す
る
と
、
叶
啓
芳
の
名
前
は
湯
澄
波
に

続
い
て
第
八
十
九
番
目
の
会
員
と
し
て
列
ね
ら
れ
て
い
る
。

叶
啓
芳
（
一
八
九
六
―
一
九
七
五
）
、
広
東
省
三
水
出
身
。
一
九
二
〇
年
、

広
州
の
培
英
中
学
を
卒
業
後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
協
和
神
学
院
に
入
学
す
る
。

一
九
二
二
年
春
、
彼
は
広
州
協
和
神
学
院
の
学
生
代
表
と
し
て
、
北
京
で
開

か
れ
た
第
十
一
回
世
界
基
督
教
学
生
同
盟
代
表
大
会
に
出
席
し
、
期
間
中
、

当
時
燕
京
大
学
の
代
表
と
し
て
大
会
に
参
加
し
て
き
た
許
地
山
と
出
会
う
。

宗
教
と
文
学
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
二
人
は
、
初
対
面
な
が
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ら
旧
知
の
よ
う
に
意
気
投
合
し
た
。
燕
京
大
学
の
学
術
雰
囲
気
に
も
魅
了
さ

れ
た
叶
啓
芳
は
、
一
九
二
二
年
秋
燕
京
大
学
に
転
入
し
た
。
北
京
に
転
校
し

（
一
二
）

て
間
も
な
く
、
彼
は
『
小
説
月
報
』
に
翻
訳
作
品
を
発
表
し
た
。
興
味
深
い

の
は
、
『
小
説
月
報
』
第
十
三
卷
第
十
号
（
一
九
二
二
年
十
月
）
に
掲
載
さ

れ
た
「
聖
経
之
文
学
的
研
究
」
（
英
・P

r
o
f

W
.

H
.

H
udson

著
）
と
い
う

翻
訳
作
品
が
、
叶
啓
芳
と
湯
澄
波
に
よ
る
共
訳
で
あ
る
点
で
あ
る
。
恐
ら
く
、

「
広
州
分
会
」
が
結
成
さ
れ
る
前
に
、
同
じ
く
広
東
出
身
の
叶
啓
芳
と
湯
澄

波
は
、
共
訳
の
機
会
を
通
し
て
既
に
知
り
合
い
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
で
き

る
。
ま
た
、
劉
燧
元
は
叶
啓
芳
の
「
広
州
分
会
」
加
入
の
経
緯
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
一
三
）

当
時
啓
芳
已
従
燕
大
畢
業
回
来
，
在
母
校
培
英
任
教
師
，
我
們
了
解

到
，
啓
芳
也
有
同
好
，
並
且
同
上
海
全
国
性
的
文
学
研
究
会
名
作
家
鄭

振
鐸
、
許
地
山
等
人
熟
悉
，
便
邀
他
和
我
們
一
起
創
辦
「
広
州
文
学
研

究
会
」
。

（
当
時
啓
芳
は
も
う
燕
京
大
学
を
卒
業
し
て
帰
っ
て
来
て
お
り
、
母

校
の
培
英
中
学
校
で
教
員
を
務
め
て
い
た
。
私
た
ち
は
、
啓
芳
も
趣
味

を
同
じ
く
し
、
ま
た
上
海
の
全
国
的
な
文
学
研
究
会
の
著
名
作
家
鄭
振

鐸
、
許
地
山
等
と
親
し
い
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
彼
を
誘
っ
て
私
た

ち
と
一
緒
に
「
広
州
文
学
研
究
会
」
を
創
立
し
た
。
）

実
は
、
叶
啓
芳
が
燕
京
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
一
九
二
四
年
夏
で
あ
り
、

ま
た
培
英
中
学
で
教
鞭
を
取
っ
た
の
も
そ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
劉
燧

元
の
記
述
に
は
、
些
か
記
憶
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

記
述
と
、
叶
啓
芳
と
湯
澄
波
と
の
交
友
関
係
、
ま
た
創
刊
号
の
執
筆
者
と
な

っ
た
事
実
を
綜
合
し
て
み
る
と
、
叶
啓
芳
が
や
は
り
七
月
の
「
広
州
分
会
」

の
結
成
か
ら
十
月
の
機
関
誌
の
創
刊
ま
で
の
約
三
カ
月
の
間
に
誘
わ
れ
、
後

に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
二
箇
所
目
の
相
違
点
と
は
、
広
州
分
会
の
陳
姓
の
会
員
た
ち
が

表
一
の
「
会
員
録
」
に
お
い
て
は
「
陳
栄
宜
、
陳
栄
捷
、
陳
受
栄
」
と
記
さ

れ
る
が
、
創
刊
号
の
「
本
刊
担
任
撰
述
者
」
に
お
い
て
は
「
陳
受
頤
、
陳
栄

捷
、
陳
受
栄
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
石
曙
萍
氏
は
『
知
識
分
子
的
崗

位
与
追
求
：
文
学
研
究
会
研
究
』
（
東
方
出
版
中
心
、
二
〇
〇
六
）
の
第
二

章
「
文
学
研
究
会
会
員
考
」
に
お
い
て
、
第
一
二
〇
号
会
員
の
「
陳
受
栄
」

に
つ
い
て
、
「
陳
受
頤
」
と
同
一
人
物
か
と
疑
わ
れ
る
と
の
注
釈
を
付
け
加

え
て
い
る
。
し
か
し
、
「
広
州
私
立
嶺
南
大
学
歴
年
畢
業
学
生
一
覧
表
（
一

九
一
八
―
一
九
三
四
）
」
と
一
九
二
四
年
度
の
『
嶺
南
大
学
年
鑑
』
に
あ
る

「
歴
年
大
学
畢
業
人
数
表
」
を
照
合
し
て
み
れ
ば
、
陳
受
頤
は
一
九
一
八
年
、

陳
受
栄
は
一
九
二
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
文
学
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
従
っ

（
一
四
）

て
、
陳
受
頤
と
陳
受
栄
は
異
な
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
広
州
分
会
結
成
の

際
、
既
に
嶺
南
大
学
文
科
の
副
教
授
を
担
当
し
て
い
た
陳
受
頤
は
、
一
九
二

五
年
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
大
学
へ
留
学
し
、
一
九
二
八
年
に
比
較
文
学
の
博

士
号
を
獲
得
し
た
。
一
九
二
九
年
帰
国
後
、
嶺
南
大
学
の
教
授
、
北
京
大
学

歴
史
学
科
の
主
任
な
ど
を
歴
任
す
る
。
一
方
、
陳
受
栄
は
、
卒
業
後
直
ち
に

嶺
南
大
学
の
附
属
華
僑
学
校
の
教
職
に
就
い
た
。
陳
受
頤
、
陳
受
栄
の
二
人

は
、
「
文
学
研
究
会
広
州
分
会
」
の
中
で
、
文
学
の
創
作
と
研
究
に
非
常
に

活
躍
し
た
こ
と
か
ら
、
石
曙
萍
氏
の
「
陳
受
栄
＝
陳
受
頤
」
と
い
う
推
測
は

誤
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
広
州
私
立
嶺
南
大
学
歴
年
畢
業
学
生
一
覧
表
」

と
表
一
の
「
会
員
録
」
に
記
さ
れ
た
二
人
の
出
身
地
を
対
照
し
て
み
る
と
、

二
つ
の
資
料
に
お
け
る
陳
受
栄
の
出
身
地
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、

陳
受
頤
と
陳
栄
宜
の
出
身
地
は
い
ず
れ
も
広
東
番
禺
で
あ
る
。
従
っ
て
、
陳

栄
宜
は
た
だ
陳
受
頤
が
一
九
二
四
年
の
「
文
学
研
究
会
会
員
録
」
に
登
録
し
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た
名
前
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
文
学
』
は
、
第
四
期
か
ら
全
国
各
地
か
ら
寄
稿
し
て
き
た
作
品

も
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
発
見
し
た
第
十
期
ま
で
の
執
筆
者
は
、

創
刊
号
に
記
さ
れ
て
い
る
十
名
を
含
め
、
二
十
四
名
に
も
及
ぶ
。
特
に
、
日

本
詩
人
で
あ
る
草
野
心
平
の
新
詩
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
に
、
『
文
学
』
の
編

集
者
た
ち
の
開
放
的
な
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

五

「
広
州
分
会
」
機
関
誌
『
文
学
』
の
発
見

広
州
は
通
商
港
と
し
て
、

も
早
い
時
期
か
ら
西
洋
文
化
の
影
響
を
受
け

て
き
た
大
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
初
年
か
ら
、
幾
つ
か
の
外
国

語
の
新
聞
や
雑
誌
も
広
州
で
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
五
・
四
」
新

（
一
五
）

文
化
運
動
の
洗
礼
を
受
け
、
一
九
二
〇
年
代
に
至
っ
て
、
嶺
南
（
広
州
）
地

域
に
お
け
る
新
文
化
を
宣
伝
す
る
雑
誌
も
よ
う
や
く
現
れ
て
く
る
。
し
か
し
、

（
一
六
）

そ
れ
ら
の
刊
行
物
の
全
て
は
、
総
合
的
な
も
の
で
あ
り
、
主
に
政
治
や
経
済

の
領
域
に
偏
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
嶺
南
大
学
青
年
会
が
一
九
一
七
年

九
月
に
創
刊
し
た
学
内
広
報
『
嶺
南
青
年
』
（
一
九
二
一
年
十
月
『
南
大
青

年
』
と
改
名
）
と
、
嶺
南
大
学
学
生
自
治
会
が
一
九
二
〇
年
四
月
に
創
刊
し

た
雑
誌
『
南
風
』
の
二
種
が
、
文
学
研
究
会
広
州
分
会
と
密
接
な
関
係
を
も

ち
、
特
筆
に
値
す
る
。

一
九
二
一
年
九
月
二
十
五
日
の
『
嶺
南
青
年
』
は
、
「
本
報
職
員
表
」
の

欄
で
広
報
の
役
員
を
公
表
し
た
。
論
説
記
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
陳

栄
捷
、
甘
乃
光
、
司
徒
寛
三
人
で
あ
る
。
「
広
州
分
会
」
が
創
立
さ
れ
て
以

降
、
三
人
は
新
詩
、
散
文
な
ど
の
作
品
を
頻
繁
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
学
内
の
学
術
交
流
の
場
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
南
風
』
は
、
第
一
巻

第
四
号
（
一
九
二
〇
年
十
二
月
）
で
「
西
洋
詩
専
号
」
の
特
集
を
組
ん
だ
。

中
に
は
、
陳
受
頤
の
「
美
国
新
詩
述
略
」
、
陳
栄
捷
の
「
詩
之
真
功
用
」
と

「
詩
翁
雪
利
的
研
究
」
、
甘
乃
光
の
「
白
浪
寧
研
究
」
を
は
じ
め
、
全
部
で

十
篇
の
論
文
と
十
三
首
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
嶺
南
地
域
に
お
い
て
系

統
的
に
欧
米
現
代
詩
を
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
「
西
洋
詩
専
号
」
が

初
で

あ
る
。
し
か
し
、
『
南
大
青
年
』
と
『
南
風
』
は
い
ず
れ
も
嶺
南
大
学
の
学

内
の
総
合
刊
行
物
で
あ
り
、
主
に
『
文
学
』
が
創
刊
さ
れ
る
前
の
、
彼
ら
に

と
っ
て
文
学
の
修
行
の
場
で
あ
っ
た
た
め
、
長
く
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
新

聞
類
に
お
い
て
は
、『
広
州
民
国
日
報
』
が
一
九
二
三
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
、

「
消
夏
」
と
い
う
文
芸
欄
も
設
置
さ
れ
た
が
、
内
容
は
主
に
文
言
で
書
か
れ

た
連
載
小
説
と
雑
談
が
中
心
だ
っ
た
。
創
刊
後
の
七
月
か
ら
、
『
広
州
民
国

日
報
』
は
宋
春
舫
翻
訳
の
フ
ラ
ン
ス
の
戯
劇
『
梅
毒
』
を
連
載
し
始
め
た
が
、

新
文
学
の
紹
介
は
さ
ほ
ど
活
発
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
一
九
二

三
年
十
月
に
、
文
学
研
究
会
広
州
分
会
が
創
刊
し
た
機
関
誌
『
文
学
』
は
、

嶺
南
地
域
で

初
に
出
版
さ
れ
た
新
文
学
の
専
門
誌
と
言
え
よ
う
。
筆
者
が

今
回
発
見
し
た
こ
の
貴
重
資
料
は
、
現
在
広
州
市
の
省
立
中
山
図
書
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
次
頁
に
、
創
刊
号
の
写
真
を
挙
げ
る
。

広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文
学
』
は
、
版
面
が
当
時
の
北
京
『
晨
報
』
な
ど

の
同
じ
大
き
さ
で
、
分
量
が
二
葉
四
頁
、
月
三
回
（
毎
月
の
十
日
、
二
十
日
、

三
十
日
）
刊
行
の
新
聞
副
刊
型
の
旬
刊
で
あ
る
。
ま
た
、
『
文
学
』
の
第
三

期
か
ら
、
標
題
部
分
の
下
に
「
広
州
光
報
発
行
、
随
報
附
送
、
毎
張
零
售
銅

円
三
枚
、
中
華
郵
政
認
為
新
聞
紙
類
」
と
明
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
発
行
者
が

『
越
華
報
』
で
は
な
く
『
光
報
』
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
し
か
も
、

『
光
報
』
は
単
に
出
版
と
発
行
の
媒
体
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九

二
三
年
十
月
十
日
に
創
刊
さ
れ
た
『
文
学
』
は
、
古
典
詩
歌
、
文
芸
理
論
、
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翻
訳
、
散
文
、
小
説
、
伝
記
、
話
劇
、
評
論
、
新
詩
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
を
掲
載
し
て
お
り
、
広
州
だ
け
で
な
く
中
国
全
体
の
近
代
文
学
研
究

に
と
っ
て
も
価
値
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
原
誌
に
よ
っ
て
『
文
学
』

の
細
目
を
作
成
す
る
。

文
学
研
究
会
広
州
分
会
機
関
誌
『
文
学
』
旬
刊
細
目
（
『
光
報
』
発
行
）

凡
例

一
、
本
目
次
は
、
文
学
研
究
会
広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文
学
』
の
第
一
期
か

ら
第
十
期
ま
で
所
収
の
文
章
を
、
掲
載
さ
れ
た
順
序
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
原
本
の
号
数
表
記
は
、
創
刊
号
は
「
第
一
期
」
と
し
、
そ
れ
以
降
は
数

字
だ
け
で
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
目
次
で
は
便
宜
上
「
第
□
期
」
に
統
一

す
る
。

一
、
各
項
目
は
、
基
本
的
に
標
題
、
分
類
、
著
者
名
、
掲
載
頁
の
順
に
記
載

し
、
掲
載
が
二
頁
以
上
に
わ
た
る
場
合
は
、
開
始
頁
―
終
了
頁
と
し
て
い
る
。

一
、
分
類
は
、
各
目
次
の
表
記
に
従
う
。
た
だ
し
、
目
次
に
な
い
場
合
は
筆

者
の
判
断
で
付
け
た
。
（
※
）
印
は
筆
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

第
一
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
月
十
日
発
行

創
刊
的
話

（
※
無
署
名
）

一

文
学
家
与
愛
国
心
（
※
雑
文
）

陳
受
頤

一
―
二

星
空
（
詩
）
（
※
太
空
之
八
）

梁
宗
岱

二

夢
与
文
学

（
※
雑
文
）

陳
栄
捷

二

草
際
（
詩
）
（
※
潘
啓
芳
譯
）

草
野
心
平

二

欧
美
劇
場
的
新
傾
向
（
※
論
文
）

司
徒
寛

二
―
三

敗
叶
底
（
劇
）
（
※
散
文
詩
劇
）

劉
燧
元

三
―
四

郷
愁

（
雑
感
）

叶
啓
芳

四

本
刊
啓
事

四

本
刊
担
任
撰
述
者

四

第
二
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
月
二
十
日
発
行

詩
的
実
験
（
※
新
詩
評
論
）

湯
澄
波

一
―
二

太
空
之
九
（
※
新
詩
）

梁
宗
岱

二

古
希
伯
来
詩
韵
研
究
（
※
論
文
）

叶
啓
芳

二

灯
花
忽
落
（
※
新
詩
）

潘
啓
芳

二
―
三

丹
波
的
微
漾
（
※
散
文
詩
）

陳
栄
捷

三

白
楽
天
与
自
然
詩
（
※
論
文
）

甘
乃
光

三
―
四

女
鬼
（
※
短
編
小
説
）

劉
燧
元

四

沙
漠
的
尽
頭
（
※
散
文
）

陳
受
栄

四

陳
栄
捷
啓
事

四

本
刊
担
任
撰
述
者

四

第
三
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
月
三
十
日
発
行

中
国
文
学
里
的
神
話
（
※
論
文
）

陳
栄
捷

一
―
二

秋
灯
散
記
（
※
散
文
）

（
※
劉
燧
元
）
劉

穆

二

古
希
伯
来
詩
韵
研
究
（
下
篇
）

叶
啓
芳

二
―
三

別
（
※
散
文
）

梁
宗
岱

三
―
四

伊
許
了
（
※
新
詩
）

司
徒
寛

四

思
想
的
痕
迹
（
選
譯
）
（
※
随
筆
）
（
※
太
戈
爾
著
）

湯
澈
譯
（
※
湯
澄
波
）
四

晨
曦
的
百
霊
（
※
新
詩
）

甘
乃
光

四
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沙
漠
的
尽
頭
（
承
前
）
（
※
散
文
）

陳
受
栄

四

通
訊
、
本
刊
啓
事

四

第
四
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
一
月
十
日
発
行

李
清
照
的
欣
賞
（
※
論
文
）

甘
乃
光

一
―
二

丹
波
的
微
漾
（
※
散
文
詩
）

（
※
陳
栄
捷
）
陳

捷

二

元
雑
劇
的
白
（
※
雑
文
）

司
徒
寛

二
―
三

雙
槳
默
默
地
撥
過
（
※
新
詩
）

（
※
劉
燧
元
）
劉

穆

三

譯
西
洋
文
字
所
応
知
的
一
件
事
―
文
法

李
寿
堅
、
崔
翰
順

三
―
四

蟋
蟀
之
歌
（
※
新
詩
）

陳
培
瑋

四

太
戈
爾
来
華
消
息

記

者

四

小
説
月
報
第
十
五
巻
号
外

中
国
文
学
研
究
号
徴
文
啓
事

四

編
輯
部
啓
事

四

第
五
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
一
月
二
十
日
発
行

廃
話
（
※
論
文
雑
感
之
一
）

陳
受
頤

一
―
二

歌
途
（
※
新
詩

太
空
之
十
三
）

梁
宗
岱

二

遅
暮
的
笑
（
※
散
文
詩
）

司
徒
寛

二
―
三

覆
壓
着
的
我
（
※
散
文
）

甘
乃
光

三

売
曲
者
之
歌
（
※
新
詩
）

陳
栄
捷

三

思
想
的
遺
痕
（
※
随
筆
）
（
※
太
戈
爾
著
）

劉
木
選
譯
（
※
劉
燧
元
）

三

読
「
桃
色
的
雲
」
（
※
新
詩
）

穆
参
化

三

突
変
（
※
散
文
）

叶
啓
芳

三
―
四

评
李
加
雪
君
的
「
浪
漫
主
義
的
特
殊
色
彩
」

中
吉
慈
诗
的
譯
文
（
※
評
論
）

梁
宗
岱

四

第
六
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
一
月
三
十
日
発
行

読
納
蘭
詞
雑
話
（
※
論
文
）

（
※
劉
燧
元
）
劉

穆

一

小
書
斎
兼
寝
室
的
悲
劇
（
※
新
詩
）
（
※
潘
啓
芳
譯
）

草
野
心
平

一

暮
（
※
新
詩

太
空
之
五
）

梁
宗
岱

一

読
冰
心
女
士
的
「
寂
寞
」
底
反
感
（
※
評
論
）

張
渭
涇

二
―
三

凌
絲
（
※
散
文
詩
）

宛

叶

二

読
李
加
雪
的
「
吉
慈
的
厄
運
」
（
※
評
論
）

李
寿
堅
、
崔
翰
順

三
―
四

通
信

四

第
七
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
二
月
十
日
発
行

文
学
的
天
才

（
※
雑
文
）

陳
栄
捷

一
―
二

期
待

（
※
新
詩
）

劉
燧
元

二

一
個
技
術
家
（
※
莫
泊
桑
小
説
）

（
※
湯
澄
波
）
湯
澈
譯

二
―
三

余
響
（
※
散
文
詩
）

陳
受
栄

三

関
於
紅
楼
夢
片
断
的
感
想
（
※
論
文
）

黄

石

三
―
四

月
（
※
新
詩
）

庸

能

四

再
評
李
加
雪
君
吉
慈
詩
譯
文
（
※
評
論
）

梁
宗
岱

四

第
八
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
二
月
二
十
日
発
行

雅
歌
的
研
究
（
※
論
文
）

梁
宗
岱

一
―
二

江
上
的
酒
後
（
※
新
詩
）

劉
燧
元

二

古
希
伯
莱
詩
歌
之
構
造
（
※
論
文
）

叶
啓
芳

三
―
四

鴻
蒙
的
回
復
（
※
小
説
）

張
渭
涇

四
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第
九
期

民
国
十
二
年
（
※
一
九
二
三
年
）
十
二
月
三
十
日
発
行

詩
里
的
象
徴
主
義
（
※
論
文
）

甘
乃
光

一

和
平
的
祷
告
（
※
新
詩
）

陳

寂

一
―
二

和
諧
（
※
散
文
）

李
聖
華

二

余
響
（
※
散
文
詩
）(

※
連
載
）

陳
受
栄

二

蕎
麦
（H

ans
A

nderson
作
）
（
※
散
文
）

黄
延
凱
譯

二
―
三

碧
穹
（
※
新
詩
）

王
哲
武

三

鴻
蒙
的
回
復
（
二
）
（
※
小
説
）

張
渭
涇

三
―
四

第
十
五
巻
的
小
説
月
報
預
告

四

晚
霞
（
※
新
詩
）

余
竹
籟

四

第
十
期

民
国
十
三
年
（
※
一
九
二
四
年
）
一
月
十
日
発
行

小
泉
八
雲
（
※
論
文
）

陳
栄
捷

一
―
二

微
風
（
※
新
詩
）
（
※
潘
啓
芳
譯
）

草
野
心
平

二

西
沉
（
※
戯
劇
）

（
※
潘
啓
芳
）
潘

凡

三

散
后
（
※
新
詩

絮
語
之
十
八
）

梁
宗
岱

四

鴻
蒙
的
回
復
（
三
）
（
※
小
説
）

張
渭
涇

四

筆
者
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
今
回
第
一
期
か
ら
第
十
期
ま
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
い
つ
正
式
に
停
刊
（
或
い
は
廃
刊
）
さ
れ
た
か
は
、

今
の
時
点
で
は
ま
だ
確
定
で
き
な
い
。
文
学
研
究
会
広
州
分
会
と
の
関
係
が

非
常
に
深
か
っ
た
日
本
詩
人
の
草
野
心
平
に
つ
い
て
、
小
論
で
は
あ
ま
り
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
彼
が
嶺
南
大
学
在
学
中
に
書
い
た
文
章
の
中
に
、

『
文
学
』
に
言
及
し
た
幾
つ
か
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、『
文

（
一
七
）

学
』
の
出
版
状
況
に
触
れ
た
も
の
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

僕
た
ち
の
や
つ
て
ゐ
る
「
文
学
」
（
支
那
語
）
の
第
十
一
号
か
に
陳

受
頤
が
「
野
口
米
次
郎
」
を
書
い
た
。
そ
れ
を
一
部
同
氏
に
送
つ
た
。

返
事
が
き
た
そ
の
晩
、
僕
が
広
東
か
ら
（
学
校
は
広
東
市
内
で
は
な
く

島
の
中
に
あ
る
）
か
へ
つ
て
く
る
と
、
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
か
ら
手
紙
き
た

と
い
ふ
。
す
ぐ
陳
の
と
こ
ろ
へ
い
つ
た
。
み
ん
な
で
よ
ろ
こ
ん
だ
。
氏

の
送
つ
て
く
れ
た
英
詩
を
み
ん
な
で
声
を
た
て
て
読
ん
だ
。
そ
の
晩
の

う
ち
に
手
紙
の
こ
と
は
僕
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
し
れ
わ
た
つ
て
し
ま
つ

た
。

こ
の
文
章
は
、
一
九
二
四
年
三
月
に
彼
が
自
筆
謄
写
版
の
詩
集
『
空
と
電

柱

』
を
出
版
し
た
時
に
書
い
た
「
編
輯
後
記
」
が
初
出
で
あ
る
。
書
か
れ

（
一
八
）

Ⅱ
た
時
期
か
ら
し
て
も
、
ま
た
機
関
誌
『
文
学
』
に
作
品
を
発
表
す
る
ほ
ど
文

学
研
究
会
広
州
分
会
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
点
か
ら
し
て
も
、
草
野
心
平
の

言
は
信
憑
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
草
野
心
平
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
『
文

学
』
の
第
十
一
期
の
中
に
は
陳
受
頤
が
「
野
口
米
次
郎
」
に
つ
い
て
書
い
た

文
章
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
言
う
。
ま
た
、
陳
栄
捷
が
、
『
文
学
』
の
第
十

期
に
、
小
泉
八
雲
に
つ
い
て
の
長
文
の
本
格
的
な
論
文
を
発
表
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
み
て
も
、
広
州
分
会
の
作
家
た
ち
は
、
草
野
心
平
を
通
じ
て
、

日
本
文
化
と
日
本
文
人
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今

回
発
見
し
た
第
一
期
か
ら
第
十
期
ま
で
に
、
「
野
口
米
次
郎
」
に
関
す
る
文

章
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
草
野
心
平
が
陳
受
頤
の
文
章
を
き
っ
か
け

に
野
口
米
次
郎
と
手
紙
を
交
わ
し
た
と
い
う
記
述
か
ら
、
『
文
学
』
は
第
十

期
以
降
も
出
版
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
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六

『
文
学
』
に
見
る
北
京
、
上
海
、
広
州
の
連
動

広
州
の
文
壇
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
念
願
し
た
広
州
分
会
の
会
員
た
ち
は
、

北
京
と
上
海
の
刊
行
物
を
模
倣
し
、
自
ら
の
機
関
誌
の
創
刊
を
実
現
し
た
。

広
州
分
会
の
機
関
誌
の
様
式
が
上
海
の
『
文
学
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
そ
の
意
図
は
読
み
取
れ
る
。
『
文
学
』
の
創
刊
号
に
発
表
さ
れ
た

「
創
刊
的
話
」
に
お
い
て
、
広
州
分
会
の
発
起
人
た
ち
は
、
当
時
の
広
州
文

壇
を
の
現
状
を
顧
み
つ
つ
、
創
刊
の
目
的
と
宗
旨
な
ど
を
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。自

西
学
東
漸
以
来
，
我
們
南
部
底
人
士
，
多
従
事
於
物
質
或
制
度
的

改
善
。
對
於
西
来
的
文
化
―
尤
其
是
文
学
―
雖
誠
懇
的
尽
量
接
受
，
卻

未
曾
活
潑
地
積
極
提
倡
，
新
世
紀
的
廣
東
底
文
学
田
地
，
竟
可
直
直
捷

捷
説
是
「
荊
榛
滿
目
」
。
就
是
少
數
好
提
倡
文
化
文
学
的
人
，
也
多
寄

寓
北
省
，
不
肯
以
南
部
做
中
心
。（
中
略
）
我
們
開
闢
這
所
新
的
田
園
，

就
是
一
種
奮
興
的
表
示
。
在
沈
寂
的
広
州
裏
（
中
略
）
還
有
墾
荒
的
必

要
。（

西
学
東
漸
以
来
、
我
々
南
部
の
人
士
は
、
物
質
或
い
は
制
度
の
改

善
に
努
め
取
り
組
ん
で
き
た
。
西
洋
か
ら
伝
来
し
た
文
化
―
特
に
文

学
―
に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
誠
実
に
受
け
入
れ
た
が
、
活
発
に
か
つ

積
極
的
に
は
提
唱
し
な
か
っ
た
。
新
世
紀
の
広
東
の
文
学
の
耕
地
は
、

率
直
に
言
っ
て
「
見
渡
す
か
ぎ
り
荒
涼
と
し
て
い
る
」
状
態
に
あ
る
。

少
数
の
文
化
や
文
学
を
提
唱
し
よ
う
と
志
す
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
多

く
は
北
部
に
居
住
し
て
お
り
、
南
部
を
中
心
に
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。

（
中
略
）
我
々
が
こ
の
新
し
い
耕
地
を
開
墾
し
た
の
は
、
一
種
の
奮
起

の
表
れ
で
あ
る
。
沈
寂
た
る
広
州
に
お
い
て
（
中
略
）
荒
れ
地
を
開
墾

す
る
必
要
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で
あ
る
。
）

こ
の
結
社
宣
言
か
ら
は
、
文
学
研
究
会
の
一
「
分
会
」
と
し
て
の
広
州
分
会

が
、
結
社
を
企
て
た
時
点
か
ら
、
文
学
の
中
心
た
る
北
京
の
本
部
と
上
海
分

会
を
常
に
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
広
州
の
一
「
地
方
」
に
拠
点
を
お
い
て
全

国
へ
発
信
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
よ
う
。

広
州
分
会
の
『
文
学
』
は
、
様
式
の
模
倣
の
み
な
ら
ず
、
内
容
面
に
お
い

て
も
、
中
央
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
執
筆
活
動
を
行
っ
た
。
文
学
研
究
会
の

「
文
学
研
究
会
簡
章
」
の
第
二
条
に
記
さ
れ
て
い
た
「
本
会
以
研
究
介
紹
世

界
文
学
整
理
中
国
旧
文
学
創
造
新
文
学
為
宗
旨
」
が
示
す
よ
う
に
、
文
学
研

究
会
は
外
国
文
学
の
翻
訳
を
非
常
に
重
視
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ
ア
、
ア

ジ
ア
な
ど
の
外
国
文
学
作
品
の
紹
介
と
翻
訳
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

こ
の
趣
旨
は
、
正
に
広
州
分
会
の
『
文
学
』
に
も
直
接
反
映
さ
れ
て
い
る
。

第
一
期
か
ら
第
十
期
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
を
通
覧
す
る
と
、
外
国
文
学

の
紹
介
、
研
究
及
び
翻
訳
が
『
文
学
』
の
重
要
部
分
を
占
め
る
。
例
え
ば
、

研
究
論
文
に
関
し
て
は
、
司
徒
寛
の
「
欧
美
劇
場
的
新
傾
向
」
、
叶
啓
芳
の

「
古
希
伯
来
詩
韵
研
究
」
と
「
古
希
伯
莱
詩
歌
之
構
造
」
、
梁
宗
岱
の
「
雅

歌
的
研
究
」
、
甘
乃
光
の
「
詩
里
的
象
徴
主
義
」
、
陳
栄
捷
の
「
小
泉
八
雲
」

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
翻
訳
の
技
術
の
討
論
や
、
ほ
か
の
翻
訳
者
の
訳
作
を

め
ぐ
る
論
争
も
多
く
掲
載
し
て
お
り
、
そ
れ
は
梁
宗
岱
の
「
評
李
加
雪
君
的

『
浪
漫
主
義
的
特
殊
色
彩
』
中
吉
慈
诗
的
譯
文
」
と
「
再
評
李
加
雪
君
吉
慈

詩
譯
文
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
。
毎
期
必
ず
外
国
文
学
に
関
す
る
文
章
を
載

せ
、
欧
米
と
日
本
文
学
の
紹
介
を
実
践
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
翻
訳
状
況
を
見
る
と
、
二
つ
の
特
徴
が
窺
え
る
。
一
つ
目
は
、

詩
歌
に
関
す
る
文
章
が
多
い
こ
と
、
二
つ
目
は
、
本
格
的
な
学
術
論
文
の
翻

訳
が
数
多
く
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
嶺
南
大
学
を
母
体
に
創
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立
さ
れ
た
文
学
団
体
自
体
の
性
格
と
、
そ
の
大
学
の
教
育
の
特
色
や
文
化
環

境
と
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
嶺
南
大
学
の
源
流

は
、
一
八
八
八
年
に
ア
メ
リ
カ
人
の
資
本
に
よ
っ
て
広
州
で
創
設
さ
れ
た
「
格

知
書
院
」
に
始
ま
り
、
一
九
一
二
年
に
「
五
嶺
の
南
」
と
い
う
意
味
で
、「
嶺

南
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
一
九
二
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
嶺
南
大
学
年
鑑
』

（
一
九
）

の
「
職
員
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
度
の
外
国
語
・
外
国
文
化
と

国
文
・
中
国
文
化
に
関
す
る
授
業
及
び
教
員
の
配
置
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

陳
輯
五
：
国
文
、
説
文
、
白
話
詩
、
小
説
戯
曲
、
文
学
／
基
来
度
：

英
文
、
作
文
、
文
学
、
詩
歌
、
徳
文
／
格
礼
：
英
文
、
作
文
、
文
学
／

李
労
士
：
英

国
実
業
史
／
白
士
徳
、
廬
観
偉
：
宗
教
／
美
智
貽
：
英

文
、
歴
史
／

授
業
の
担
当
状
況
か
ら
、
外
国
人
教
師
が
多
く
、
英
語
と
文
学
の
教
育
が
重

視
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
外
国
詩
歌
や
白
話
詩
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た

様
子
が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
環
境
の
中
で
培
わ
れ
た
広
州
分
会
の
会
員

の
多
く
は
詩
人
で
あ
り
、
新
詩
に
興
味
を
表
し
、
積
極
的
に
詩
の
創
作
と
翻

訳
を
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
文
学
研
究
会
宣
言
」
で
は
、
「
増

進
知
識
」
が
提
言
さ
れ
、
「
整
理
旧
文
学
的
人
也
須
応
用
新
的
方
法
，
研
究

新
文
学
的
更
是
専
靠
外
国
的
資
料
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
機
関
誌
『
文
学
』

に
も
学
術
論
文
が
多
い
の
は
、
や
は
り
外
国
文
学
の
研
究
が
中
国
の
新
文
学

を
発
展
さ
せ
る
道
で
あ
る
と
い
う
理
念
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

『
文
学
』
に
お
け
る
北
京
と
上
海
と
の
連
動
を
顕
著
に
表
わ
す
も
の
と
し

て
、
機
関
誌
中
に
掲
載
さ
れ
た
文
学
研
究
会
動
向
の
宣
伝
（
例
え
ば
、
第
四

期
の
「
小
説
月
報
第
十
五
巻
号
外
）
や
、
北
京
と
上
海
で
活
躍
し
て
い
る
文

学
研
究
会
の
作
家
の
作
品
に
対
す
る
反
響
、
ま
た
は
批
評
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
例
と
し
て
第
二
期
に
は
湯
澄
波
の
「
詩
的
実
験
―
中
国
新
詩
現

在
所
応
取
的
進
程
」
と
い
う
新
詩
評
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
評
論
で

湯
澄
波
は
、
一
九
二
三
年
ま
で
の
五
、
六
年
間
の
新
詩
形
式
の
発
展
を
、
胡

適
の
『
甞
試
集
』
に
代
表
さ
れ
る
第
一
段
階
、
康
白
情
の
『
草
児
』
（
一
九

二
二
）
と
兪
平
伯
の
『
冬
夜
』
（
一
九
二
二
）
に
代
表
さ
れ
る
第
二
段
階
、

陸
志
韋
の
『
渡
河
』
（
一
九
二
三
）
に
代
表
さ
れ
る
第
三
段
階
に
分
け
る
。

作
者
は
新
詩
に
お
け
る
実
験
精
神
の
重
要
性
を
強
調
し
、
形
式
上
の
実
験
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

一
般
作
家
対
於
形
式
之
建
設
問
題
既
看
得
太
軽
，
所
以
便
産
生
両
種

不

好
的
現
象
：
一
種
是
使
新
詩
不
能
尽
脱
旧
日
的
格
調
而
成
為
純
粋

的
新
詩
。
（
中
略
）
第
二
種
是
使
新
詩
全
無
形
式
，
無
以
別
於
散
文
。

（
中
略
）
実
在
説
，
新
詩
既
不
是
散
文
，
則
独
立
的
形
式
是
不
可
免
的
；

詩
的
形
式
既
是
不
可
免
的
則
形
式
問
題
是
不
能
不
注
意
的
。

（
一
般
に
作
家
は
形
式
の
建
設
と
い
う
問
題
を
軽
視
し
す
ぎ
る
が
ゆ

え
に
、
二
つ
の
悪
い
現
象
を
引
き
起
こ
す
。
一
つ
に
は
、
新
詩
を
古
い

格
調
か
ら
完
全
に
抜
け
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
純
粋
な
新
詩
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
中
略
）
二
つ
に
は
、
新
詩
を
形
式
の
無
い
も

の
に
さ
せ
る
た
め
、
散
文
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
。
（
中
略
）
実
を

言
え
ば
、
新
詩
は
散
文
で
は
な
い
以
上
、
独
立
し
た
形
式
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
だ
。
詩
の
形
式
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
に
は
、
形
式

の
問
題
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
湯
澄
波
は
、
新
詩
の
各
段
階
に
お
け
る
形
式
の
進
化
史
を

ま
と
め
て
分
析
す
る
上
で
、
「
詩
人
対
於
内
容
和
形
式
都
応
該
先
有
一
種
自

己
以
為
正
当
的
理
論
然
後
随
着
這
個
理
論
的
指
導
去
実
験
」
と
い
っ
た
結
論

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
一
九
三
五
年
、
朱
自
清
は
『
中
国
新
文
学
大
系
・
詩

集
』
の
「
導
言
」
で
、
陸
志
韋
に
つ
い
て
、
「
一
個
有
意
実
験
種
種
体
製
，
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想
創
新
格
律
的
，
是
陸
志
韋
氏
。
（
中
略
）
但
也
許
是
時
候
不
好
吧
，
被
怱

略
過
去
了
」
と
評
価
し
た
。
湯
澄
波
は
、
朱
自
清
よ
り
十
年
も
早
く
陸
志
韋

の
詩
作
に
注
目
し
、
『
渡
河
』
に
お
け
る
形
式
の
実
験
を
賞
賛
し
た
。
新
詩

の
形
式
問
題
が
検
討
さ
れ
る

中
、
広
い
視
野
を
持
ち
な
が
ら
、
全
国
的
な

新
詩
の
発
展
を
把
握
し
、
形
式
上
の
散
文
化
や
軽
視
の
弊
害
を
ず
ば
り
突
い

て
い
る
湯
氏
の
こ
の
一
文
か
ら
、
機
関
誌
『
文
学
』
の
執
筆
者
た
ち
が
文
学

研
究
会
ひ
い
て
は
全
国
の
著
名
作
家
の
作
品
を
常
に
関
心
を
寄
せ
、
真
剣
に

論
議
と
批
評
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
北
京
・
上
海
の
文
学
研
究
会

作
家
の
作
品
へ
の
共
振
や
感
想
を
、
評
論
の
形
で
結
晶
化
し
た
作
品
は
他
に

も
あ
る
。
例
え
ば
、
第
六
期
に
張
渭
涇
の
「
読
冰
心
女
士
的
『
寂
寞
』
底
反

感
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
謝
冰
心
の
散
文
「
寂
寞
」
に
対
す
る

評
論
で
あ
り
、
一
種
の
読
者
の
反
響
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
小
説
月
報
』
第

十
二
巻
第
十
号
（
一
九
二
一
年
十
月
）
は
「
被
損
害
民
族
的
文
学
号
」
を
特

集
し
た
。
一
方
、
広
州
分
会
の
『
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
叶
啓
芳
の
「
古
希

伯
来
詩
韵
研
究
」
と
「
古
希
伯
莱
詩
歌
之
構
造
」
、
梁
宗
岱
の
「
雅
歌
的
研

究
」
も
こ
の
思
潮
に
応
じ
て
、
古
ヘ
ブ
ラ
イ
文
化
を
研
究
し
た
成
果
で
あ
ろ

う
。更

に
、
北
京
と
上
海
に
連
動
し
た
活
動
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
は
、
一

九
二
四
年
タ
ゴ
ー
ル
の
来
華
に
対
す
る
一
連
の
反
応
で
あ
る
。
タ
ゴ
ー
ル
の

来
華
を
実
現
す
る
の
に
大
い
に
力
と
な
っ
た
人
物
は
、
文
学
研
究
会
会
員
の

徐
志
摩
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
の
訪
問
は
、
当
時
の
中
国
文
壇
に

と
っ
て
極
め
て
重
大
な
事
件
で
あ
っ
た
た
め
、
文
学
研
究
会
は
北
京
と
上
海

分
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
行
物
を
舞
台
と
し
て
、
タ
ゴ
ー
ル
の
著
作
の
翻
訳
を

精
力
的
に
行
っ
た
。
例
え
ば
、
文
学
研
究
会
の
代
表
的
な
文
芸
雑
誌
『
小
説

月
報
』
は
、
一
九
二
三
年
第
九
号
及
び
第
十
号
で
タ
ゴ
ー
ル
を
特
集
し
、
北

京
の
『
文
学
旬
刊
』
と
上
海
の
『
文
学
』
は
、
徐
志
摩
と
タ
ゴ
ー
ル
と
の
文

通
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
歌
の
翻
訳
も
数
多
く
発
表
し
た
。
一

方
、
広
州
分
会
も
タ
ゴ
ー
ル
の
作
品
を
翻
訳
し
て
紹
介
し
、
第
四
期
の
「
太

戈
爾
来
華
消
息
」
と
い
う
記
事
に
お
い
て
、
徐
志
摩
と
タ
ゴ
ー
ル
の
文
通
を

転
載
し
た
後
、

有
些
人
説
他
会
不
到
広
州
来
。
一
方
面
顧
子
仁
先
生
在
印
度
時
，
太

氏
又
曾
親
対
他
説
必
到
広
州
一
月
。
據
上
海
鄭
振
鐸
君
給
我
們
的
信
，

則
到
広
州
来
与
否
還
不
知
。
我
們
究
不
知
那
一
説
是
。
但
是
我
們
總
希

望
他
能
来
、
並
且
希
望
我
們
広
州
一
般
的
人
士
対
這
件
事
情
留
意
。

（
一
部
の
人
は
彼
が
広
州
に
こ
な
い
だ
ろ
う
と
言
う
。
一
方
、
顧
子

仁
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
に
滞
在
中
、
タ
ゴ
ー
ル
氏
が
自
ら
彼
に
、
必

ず
広
州
に
一
ヶ
月
滞
在
す
る
と
告
げ
た
と
言
う
。
上
海
の
鄭
振
鐸
君
の

我
々
に
宛
て
た
手
紙
に
よ
れ
ば
、
広
州
に
く
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か

ら
な
い
と
い
う
。
我
々
は
一
体
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
我
々
は
彼
が
来
訪
す
る
こ
と
を
切
に
希
望
し
、
同
時
に
我
々
広

州
の
一
般
の
人
々
も
こ
の
こ
と
に
関
心
を
示
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。
）

と
述
べ
、
タ
ゴ
ー
ル
の
来
華
の
日
程
と
広
州
来
訪
に
高
い
関
心
を
寄
せ
た
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
広
州
分
会
は
、
機
関
誌
の
様
式
、
内
容
の
編
集
、

中
央
の
文
化
事
件
に
対
す
る
呼
応
等
の
面
に
お
い
て
、
様
々
な
形
で
北
京
と

上
海
と
連
動
し
て
、
三
つ
の
地
域
に
跨
る
空
間
を
創
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

七

結
語

以
上
、
歴
史
に
埋
も
れ
、
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
広
州
分
会
」

と
そ
の
機
関
誌
『
文
学
』
に
関
す
る
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
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大
学
の
教
師
と
学
生
が
結
成
し
た
文
学
研
究
会
広
州
分
会
は
、
文
学
に
対
す

る
熱
い
思
い
と
広
州
文
壇
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
理
想
を
機
関
誌
『
文
学
』

に
託
し
た
。
記
事
を
作
り
、
文
学
作
品
を
書
き
、
雑
誌
を
編
集
す
る
作
業
を

通
し
て
、
広
州
分
会
の
若
い
会
員
た
ち
は
、
熱
心
に
北
京
や
上
海
、
ま
た
身

近
な
人
々
へ
発
信
し
よ
う
と
す
る
思
い
を
綴
る
。
十
人
の
会
員
を
持
つ
こ
の

一
分
会
の
機
関
誌
の
中
に
は
、
優
美
な
詩
歌
が
あ
り
、
知
性
を
持
つ
散
文
が

あ
り
、
学
術
性
の
高
い
論
文
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
読
む
者
に
感
嘆
を
呼
び
起

こ
す
。
ま
た
、
広
州
分
会
の
会
員
た
ち
は
、
常
に
北
京
と
上
海
分
会
を
意
識

し
な
が
ら
自
ら
の
機
関
誌
を
創
り
出
し
た
。
そ
こ
に
は
、
北
京
や
上
海
と
の

手
紙
の
往
復
が
あ
り
、
交
流
が
あ
り
、
応
酬
が
あ
り
、
開
か
れ
た
空
間
が
あ

っ
た
。
広
州
分
会
の
『
文
学
』
自
体
、
北
京
や
上
海
へ
の
「
手
紙
」
の
役
割

を
果
た
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
五
・
四
」
運
動
以
後
、
文
学
の
性
質
は
自
覚
的
な
「
救
国
」
と
「
啓
蒙
」

の
形
態
を
示
す
よ
う
に
変
質
し
た
。
文
学
研
究
会
は
、
鮮
明
な
流
派
上
の
旗

印
を
挙
げ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
鄭
振
鐸
が
提
唱
し
た
「
血
和
涙
的
文
学
」

は
、
「
為
人
生
」
の
写
実
主
義
の
方
向
性
を
示
し
た
。
一
方
、
『
文
学
』
の

創
刊
号
の
第
一
篇
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
陳
受
頤
が
書
い
た
「
文
学
家

与
愛
国
心
」
で
あ
る
。
作
家
と
し
て
の
責
任
、
文
学
家
と
国
家
の
関
係
を
論

じ
た
こ
の
一
文
は
、
広
州
分
会
全
体
の
主
張
と
見
做
さ
れ
る
。
実
は
、
北
京

と
上
海
の
文
学
研
究
会
の
作
家
が
選
択
し
た
文
学
的
生
涯
と
全
く
異
な
り
、

広
州
分
会
の
作
家
た
ち
は
後
に
ほ
ぼ
全
員
が
「
文
学
救
国
」
の
道
を
放
棄
し
、

政
治
家
も
し
く
は
学
者
の
道
を
選
ん
だ
。
そ
れ
は
、
恐
ら
く
広
州
の
独
特
の

革
命
伝
統
と
環
境
と
の
関
係
が
あ
る
が
、
「
為
人
生
主
義
」
を
中
国
の
現
実

の
中
で

大
限
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
理
想
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
広
州

分
会
会
員
の
集
団
的
な
「
転
向
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
『
文
学
』
に
掲

載
さ
れ
た
様
々
な
文
章
は
手
掛
か
り
と
し
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

『
文
学
』
が
史
料
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
も
う
一
つ
理
由
は
、
日
本
詩

人
草
野
心
平
と
い
う
存
在
に
あ
る
。
今
回
発
見
し
た
『
文
学
』
に
は
、
従
来

日
本
側
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
草
野
心
平
が
当
時
投
稿
し
た
三
つ
の
詩

作
が
認
め
ら
れ
る
。
嶺
南
大
学
の
留
学
時
期
、
草
野
心
平
に
大
き
な
文
学
的

刺
激
と
励
み
を
与
え
た
人
物
は
、
学
友
か
つ
詩
人
の
劉
燧
元
と
梁
宗
岱
で
あ

る
。
ま
た
、
劉
燧
元
の
紹
介
に
よ
り
、
草
野
心
平
は
同
時
代
詩
人
徐
玉
諾
と

彼
の
作
品
を
知
り
、
徐
氏
の
処
女
詩
集
『
将
来
之
花
園
』
に
共
鳴
し
た
。
特

に
、
『
将
来
之
花
園
』
の
中
に
頻
繁
に
現
れ
る
擬
音
語
と
擬
態
語
を
使
う
詩

法
は
、
草
野
心
平
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
文
学
』
に

お
け
る
草
野
心
平
が
得
た
中
国
文
学
の
越
境
体
験
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
草
野
心
平
の
初
期
の
文
学
世
界
と
中
国
近
代
文
学
を
結
ぶ
接
点
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
日
本
近
代
詩
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
日

中
文
学
交
流
史
に
お
い
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
文

学
研
究
会
広
州
分
会
の
機
関
誌
『
文
学
』
の
発
見
と
そ
の
考
察
は
、
文
学
研

究
会
「
広
州
分
会
」
の
実
像
解
明
に
新
た
な
光
を
当
て
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

『
文
学
』
に
つ
い
て
の
文
学
史
上
の
誤
り
を
正
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
文
学

研
究
会
と
草
野
心
平
の
研
究
に
対
し
て
も
空
白
を
埋
め
る
意
義
を
有
す
る
。

そ
も
そ
も
、
各
地
域
で
発
行
さ
れ
て
い
た
文
芸
雑
誌
は
、
そ
こ
で
活
躍
し

た
作
家
た
ち
や
文
学
団
体
に
よ
る
文
芸
実
践
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の

文
化
の
一
部
分
で
も
あ
る
。
ま
た
、
各
地
域
の
様
々
な
文
芸
雑
誌
や
新
聞
は
、

単
に
研
究
対
象
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
時
期
、
一
地
域
の
社
会
・
文
化

の
様
々
な
側
面
を
認
識
し
う
る
媒
体
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
方
で
発
行

さ
れ
た
文
芸
雑
誌
は
発
行
部
数
が
限
ら
れ
、
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
も

の
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
史
料
意
識
の
深
化
に
伴
い
、
多
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文学研究会「広州分会」の実像

く
の
研
究
者
が
近
代
刊
行
物
の
蒐
集
と
発
掘
を
重
視
し
て
き
た
。
膨
大
な
成

果
が
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
近
代
文
学
に
お
け
る
文
芸
刊
行
物

の
研
究
は
、
一
層
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
全
国
的
に

影
響
を
与
え
た
雑
誌
に
偏
向
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
中
央
だ
け

で
な
く
、
地
方
性
を
持
つ
各
地
域
の
文
芸
雑
誌
も
中
国
近
代
文
学
史
に
お
い

て
非
常
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。
各
地
域
で
刊
行
さ
れ
、
文
化
運
動
と
社

会
革
命
の
一
環
と
み
な
さ
れ
た
近
代
文
芸
刊
行
物
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
文
化
や
文
学
の
近
代
化
の
様
相
を
よ
り
明

ら
か
に
呈
示
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注
（
一
）
例
え
ば
、M

ichel
H

ockx

の
論
文
「T

he
L

iterary
A

ssociation
(W
enxue

yanjiuhui

、1920

ー1947)
and

the
literary

field
of

early
R

epublican

C
hina

」(T
he

C
hina

Q
uarterly (153)1998

M
arch

)

や
、S

usan
D

aruvala

の

著
作Z

hou
Z

uoren
and

an
alternative

C
hinese

response
to

m
odernity

（H
arvard

U
niversity

P
ress

、2000

）
な
ど
が
欧
米
に
、
山
田
敬
三
氏
の
「
『
小

説
月
報
』
の
『
革
新
』
と
『
半
革
新
』
―
『
文
学
研
究
会
』
結
成
過
程
」
（
吉

田
教
授
退
官
記
念
『
中
国
文
学
語
学
論
集
』
一
九
八
五
年
）
、
倉
橋
幸
彦
氏
の

「
文
学
研
究
会
の
成
立
と
周
作
人
」
（
『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
十
、
一

九
八
九
年
）
な
ど
が
日
本
に
お
け
る
代
表
的
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

（
二
）
草
野
心
平
の
中
国
留
学
時
期
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
深
澤
忠
孝
の
「
『
青
春
の

中
心
』
・
嶺
南
大
学
校
文
理
科
大
学
（
２
）
―
草
野
心
平
評
伝
ノ
ー
ト
（
３
）
」

（
『
草
野
心
平
研
究
』
三
、
一
九
九
一
年
）
、
石
崎
等
氏
の
「
詩
と
し
て
の
ア
ジ

ア
：
草
野
心
平
と
中
国
」
（
『
日
本
文
学
』
九
十
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）
、
池
上

貞
子
氏
の
「
草
野
心
平
と
中
国
：
嶺
南
大
学
時
代
」
（
『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文

学
部
紀
要
』
三
十
八
号
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
三
）
筆
者
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
十
八
日
九
州
産
業
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
比

較
文
学
会
第
七
十
三
回
全
国
大
会
に
て
、
「
『
混
血
』
詩
人
草
野
心
平
の
誕
生
―

中
国
嶺
南
大
学
時
代
に
お
け
る
文
学
活
動
を
め
ぐ
っ
て
」
を
口
頭
発
表
。

（
四
）
原
文
は
「
我
們
発
起
這
個
会
，
有
三
種
意
思
，
要
請
大
家
注
意
。
一
，
是
連

絡
感
情
。
…
…
二
，
是
増
進
知
識
。
…
…
三
，
是
建
立
著
作
工
会
的
基
礎
。
」

（
五
）
張
瑞
龍
「
詩
人
梁
宗
岱
」(

『
新
文
学
史
料
』
第
三
期
、
一
九
八
二
年)

。

（
六
）
こ
の
年
譜
は
二
頁
で
、
梁
宗
岱
の
手
書
き
で
あ
る
。
七
月
派
詩
人
で
か
つ
学

者
で
あ
る
彭
燕
郊
氏
に
よ
り
公
開
。
実
物
は
未
見
、
陳
太
勝
著
『
梁
宗
岱
与
中

国
象
徴
主
義
詩
学
』
（
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
七
）
劉
思
慕
「
『
野
菊
集
』
後
記
」
（
『
野
菊
集
』
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
四

年
）
参
照
。

（
八
）
『
越
華
報
』
に
関
す
る
箇
所
は
次
の
通
り
。
「
一
九
二
六
年
七
月
二
十
七
日
創

刊
。
社
址
広
州
第
七
甫
，
編
輯
兼
発
行
人
陳
住
亭
」
。
（
『
広
州
市
誌
』
、
広
州
出

版
社
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
九
）
『
広
州
市
誌
』
に
よ
れ
ば
、
『
越
華
報
』
は
「
一
九
三
一
年
報
紙
銷
數
已
達
三

萬
餘
份
，
創
廣
州
商
辦
報
紙
的
空
前
記
録
」
と
あ
る
。

（
一
〇

）
舒
乙
「
文
学
研
究
会
和
它
的
会
員
―
記
念
文
学
研
究
会
成
立
七
十
周
年
」
『
中

国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
（
第
二
期
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。
一
九
八
八
年
四

月
、
元
文
学
研
究
会
会
員
顧
一
樵
氏
は
六
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て
保
存
し
て
き

た
、
一
九
二
四
年
印
刷
の
「
文
学
研
究
会
会
員
録
」
を
作
家
冰
心
氏
に
寄
贈
。

後
に
、
冰
心
氏
が
そ
れ
を
現
代
文
学
館
に
寄
贈
し
、
中
国
現
代
文
学
館
の
館
長

で
あ
る
舒
乙
氏
に
よ
っ
て

終
的
に
公
開
に
至
っ
た
。

（
一
一

）
『

新
支
那
要
人
伝
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
一
年
）
一
六
六
頁
参
照
。

（
一
二

）
易
新
農
、
夏
和
順
著
『
叶
啓
芳
伝
―
従
教
堂
孤
児
到
大
学
教
授
』
（
中
山
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
十
八
か
ら
二
九
頁
ま
で
参
照
。

（
一
三

）
劉
燧
元
「
従
教
堂
孤
児
到
大
学
教
授
」
、
但
し
引
用
は
易
新
農
、
夏
和
順
著
『
叶
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中国学の新局面

啓
芳
伝
―
従
教
堂
孤
児
到
大
学
教
授
』
に
拠
る
。

（
一
四

）
「
広
州
私
立
嶺
南
大
学
歴
年
畢
業
学
生
一
覧
表
（
一
九
一
八
―
一
九
三
四
）
」

と
『
嶺
南
大
学
年
鑑
（
一
九
二
四
年
度
）
』
（
一
九
二
五
年
出
版
）
は
、
中
山
大

学
図
書
館
校
史
展
示
資
料
室
に
収
蔵
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

（
一
五

）
一
八
二
七
年
創
刊
の
『
広
州
記
録
報
』
、
一
八
三
一
年
創
刊
の
『
広
州
雑
誌
』
、

一
八
三
二
年
創
刊
の
『
中
国
叢
報
』
、
一
八
三
五
年
創
刊
の
『
広
州
報
』
な
ど

英
文
の
新
聞
が
広
州
で
出
版
さ
れ
た
。
「
清
末
至
中
華
人
民
共
和
国
成
立
前
夕

的
報
業
」
（
『
広
州
市
誌
』
）
参
照
。

（
一
六

）
例
え
ば
、
学
生
運
動
に
注
目
す
る
『
新
学
生
』
（
一
九
二
〇
年
二
月
創
刊
）
、

政
治
と
経
済
を
重
視
す
る
『
広
東
群
報
』
（
一
九
二
〇
年
十
月
創
刊
）
等
が
あ

る
。

（
一
七

）
エ
ッ
セ
イ
の
「
梁
宗
岱
の
こ
と
」
や
「
嶺
南
大
学
の
思
ひ
出
」
（
『
支
那
点
々
』

一
九
三
九
年
、
三
和
書
房
）
や
「
日
本
と
中
国
と
に
ま
た
が
っ
て
」
（
『
詩
と
は

何
か
』
一
九
六
九
年
、
角
川
書
店
）
、
自
伝
小
説
の
「
動
乱
」
（
『
新
潮
』
一
九

六
一
年
四
月
号
）
な
ど
が
あ
る
。

（
一
八

）
「
『
空
と
電
柱

』
編
輯
後
記
」
（
自
筆
謄
写
版
詩
集
『
空
と
電
柱

』
、
一
九

Ⅱ

Ⅱ

二
四
年
三
月
空
と
電
柱
詩
社
）
参
照
。

（
一
九

）
李
瑞
明
編
『
嶺
南
大
学
文
献
目
録
―
広
州
嶺
南
大
学
歴
史
檔
案
資
料
』
（
嶺
南

大
学
文
学
与
翻
訳
研
究
中
心
、
二
〇
〇
〇
年
）
十
九
頁
参
照
。

（
附
記
）

本
稿
は
中
国
教
育
部
「
国
家
建
設
高
水
平
大
学
公
派
研
究
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

助
成
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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